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淳
子
先
生
は
、
平
成
一
八
年
三
月
三
一
日
を
も
っ
て
、
定
年
に
よ
り
、
本
学
を
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
は
、
成
城
大
学
法
学
部
の
開
設
に
あ
た
り
、
そ
の
前
年
の
昭
和
五
一
年
一
〇
月
に
本
学
に
ご
赴
任
に
な
ら
れ
、
開
設
と
同
時
に

法
学
部
に
所
属
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
二
九
年
の
永
き
に
わ
た
っ
て
、
研
究
と
教
育
に
多
く
の
功
績
を
残
さ
れ
、
そ
の
間
、
平
成
一
〇

年
か
ら
ご
定
年
ま
で
は
、
大
学
評
議
員
と
し
て
、
学
内
行
政
に
も
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
は
、
誕
生
か
ら
揺
籃
期
の
法
学
部
を
、
ま
さ
に
子
を
育
む
よ
う
に
、
や
さ
し
く
時
に
は
厳
し
く
育
て
て
下
さ
い
ま
し
た
。
先
生

に
は
、
い
つ
ま
で
も
ご
健
勝
で
、
今
後
と
も
わ
た
く
し
ど
も
を
そ
の
お
や
さ
し
い
母
の
目
で
見
守
っ
て
下
さ
ら
ん
こ
と
を
願
っ
て
や
み

ま
せ
ん
。

こ
こ
に
、
わ
た
く
し
ど
も
の
感
謝
の
さ
さ
や
か
な
証
と
し
て
、
成
城
法
学
第
七
五
号
を
記
念
号
と
し
て
先
生
に
捧
げ
、
併
せ
て
先
生

の
古
稀
を
祝
賀
さ
せ
て
い
た
だ
く
次
第
で
す
。

平
成
一
九
年
二
月

成
城
大
学
法
学
部
長

今

野

裕

之

献

呈

の

辞


